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 ６月２７日（木）、３名の社会人の方々に来校いただき、職業講話会を開催いたしまし

た。今回の講話会では、３名の社会人の皆様のお話を聞きながら、「人はなぜ働くのか」

「自分はこれからどんな生き方をしていくのか」について考えることをねらいとしまし

た。講話会後の生徒の振り返りから、一人一人真剣に講話内容を受け止め、「働くこと」

や「自分自身の進路」について考えるよき機会とできたことが伺えます。３人の社会人

の皆様に本当に感謝したいと思います。 

 

講話会は、冒頭、それぞれ自己紹介いただき、その後はそのお仕事をされるきっかけ、

仕事のやりがいや大変さについてお話いただきました。その後は、生徒から様々な質問

が出され、一つ一つ丁寧にお答えいただきました。以下、生徒の振り返りを紹介いたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダ イ ア モ ン ド 

職業講話会講師の皆様 

・高山景子様 フリーアナウンサー 

・高橋昌利様 ㈲リライ本郷 

・田島真優様 新潟県警察本部 

 ３人とも仕事は違うけど、やりがいは似てい

ると思いました。「人の笑顔が見られる」「人を

助けられる」など、共通していました。仕事を

することは大変な反面、楽しい事やうれしい事

もあって、自分も頑張ろうと思いました。将来、

自分も仕事をするだろうけど、大変なことばか

りではなく、頑張れば楽しい事もあると思って

生活していきたいです。 

 私は今日のお話を聞いて、好きなこと、興味

のあることなどを、人生を通して貫くのはとて

も大変なことだけど、すごいことだと思いまし

た。３人は全員好きなことをしたり、挑戦した

りしていて、尊敬できるところがたくさんあり

ました。 

 子供のころからあこがれていた仕事、最初は

興味はなかったけど親の影響で始めた仕事、あ

る事件をきっかけに始めた仕事など、就職の理

由は本当に人それぞれなんだと思いました。３

人とも、人を笑顔にしたい、美味しい食べ物を

食べて欲しい、人を助けたいなど、人のことを

思って働いているところが共通していました。

仕事は違うけど、どんな仕事も人の幸せにはつ

ながっているんだなと感じました。 



 

 

 ２学年スローガンが決まり、２学年全員でスローガン制作を行いました。スローガン

にかける思いは学年委員から発表され、学年朝会にて承認を経て決定しました。制作は、

春に撮影した桜の下の学年写真を加工し、それをジグソーパズルにし、みんなで貼り合

わせました。スローガンのように、一人一人を大切にして、日々心穏やかに過ごせる集

団になっていけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ３組 延本 日和 ２組 菊地 結那 

 

私たち学年委員会は、２学年スローガンを決めました。決めるにあたっては、昼休みや放課後に

何回も集まり話合いを行いました。みなさんに答えてもらったアンケートの結果をもとに、学年委

員で話し合い案を出しました。今年の学年スローガンは「ピース」です。 

「ピース」の意味は、平和のpeace
ピ ー ス

とパズルのpiece
ピ ー ス

の２つの意味があります。平和のピースは、学

年全体が平和で仲良くしてほしいという願いを込めてつけました。パズルのピースは、１ピースで

もかけたら完成しないパズルのように、一人でも欠けたら２学年は完成しないという意味を込め

てつけました。一人一人を大切にする集団になってほしいという願いが込められています。この学

年スローガンの下、みなさんで頑張っていきましょう！ 


